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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 2,233 ― △119 ― △140 ― 777 ―

23年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 775百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 18.59 ―

23年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 17,790 7,063 39.7
23年3月期 ― ― ―

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  7,063百万円 23年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― ― ―

24年3月期 ―

24年3月期（予想） ― ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成23年8月10日）公表いたしました「特別利益（負ののれん発生益）確定と業績予想の一部修正に関するお知らせ」を
ご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,800 ― △190 ― △210 ― 650 ― 15.54
通期 12,500 ― 190 ― 150 ― 50 ― 1.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.3「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。こ
の結果、当連結会計年度が第1期となるため、前期実績及び前年四半期実績はありません。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 46,184,502 株 23年3月期 ― 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 4,355,776 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 41,828,887 株 23年3月期1Q ― 株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により寸断されたサプライチェーン
（供給網）の復旧に伴い、持ち直しの動きとなっております。 
 震災に伴う国内生産の落ち込みを受け大幅減少となっていた輸出は、供給面の制約が解消されるなか回
復基調に転じており、国内民間需要についても、家計や企業のマインドが幾分和らぐにつれて持ち直しつ
つあります。 
 このような状況下、当社グループは、東日本の復興に向けて被害状況の調査とその対策を提案すると共
に、従来より取り組んできた雨水排水や地震対策などの都市防災・ライフラインの再構築関連分野や、落
石防護柵等の防災関連分野に注力してまいりました結果、連結売上高は2,233百万円となりました。 
 利益面につきましては、震災関連として落石防護柵の需要増や製造量の増加による原価低減効果等があ
ったものの、コンクリート製品に関しては、例年どおり出荷が低調な時期であることから売上が伸び悩
み、連結営業損失119百万円、連結経常損失140百万円となりました。また、特別利益として経営統合に伴
う負ののれん発生益918百万円を計上した結果、連結四半期純利益は777百万円となりました。 
 なお、当社は本年４月１日に経営統合により設立された持株会社であり、当連結会計年度が第１期とな
るため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。従って、前年同期比の表示は記載しておりませ
ん。 
セグメント業績を示すと、次のとおりであります。 

（コンクリート等製品事業） 
   ① 円形マンホール「ユニホール」やヒューム管等遠心力締固めコンクリート製品につきまして

は、ガラス繊維鉄筋コンクリート管「セミシールドパイプSSP」など一部製品の価格が比較的堅
調であったものの、全体的には需要の減少による数量の落ち込みに加え販売価格も弱含みに推移
し、売上高は880百万円となりました。 

   ② ボックスカルバート等振動締固めコンクリート製品につきましては、主要な雨水排水管路であ
る「Sj－Box」及びエレベーター部材「ラクシス」が好調に推移し、売上高は474百万円となりま
した。 

   ③ 防災製品につきましては、斜面防災用の「PUC受圧板」の他、「MJネット」や「ループフェン
ス」等の落石防護柵が震災関連需要により増加するなど堅調に推移し、売上高は195百万円とな
りました。 

 その他、商品売上325百万円を合わせまして、当第１四半期連結会計期間におけるコンクリート等
製品事業の売上高は1,875百万円となり、営業損失は３百万円でありました。 

（工事事業） 
 当第１四半期連結会計期間における工事事業は、コンクリート製品の据付工事及び防災工事共に
伸びず、売上高は30百万円、営業損失は16百万円となりました。 

（セラミック事業） 
 セラミック事業は、当第１四半期連結会計期間は堅調に推移いたしました。売上高は275百万円で
前年同期比を上回り、収益も概ね前期並みで、営業利益は39百万円を確保しました。 

（その他事業） 
 工事資材事業に関しては堅調に推移したものの、RFID事業につきましては、震災にともなう投資
計画の先送りなどの動きから厳しい状況が続いており、その他事業の当第１四半期連結会計期間の
売上高は52百万円、営業損失は13百万円となりました。 

なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として上半期（第１四半期及び第２四半期）に比べ下
半期（第３四半期及び第４四半期）における出荷高の割合が大きいため、連結会計年度の上半期の売上高
と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

(1)連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 
当第１四半期連結会計期間末における総資産は17,790百万円となりました。うち、流動資産は

9,213百万円、固定資産は8,577百万円であります。 
流動資産の主な内容といたしましては、現金及び預金2,518百万円、受取手形及び売掛金3,783百万

円、商品及び製品2,444百万円であります。 
固定資産の主な内容といたしましては、有形固定資産7,654百万円、投資その他の資産746百万円で

あります。 
（負債） 

当第１四半期連結会計期間末における総負債は10,726百万円となりました。うち、流動負債は
6,106百万円、固定負債は4,619百万円であります。 
流動負債の主な内容といたしましては、支払手形及び買掛金2,005百万円、短期借入金2,458百万円

であります。 
固定負債の主な内容といたしましては、長期借入金2,166百万円、退職給付引当金962百万円であり

ます。 
（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は7,063百万円となりました。なお、自己資本比率は
39.7％、１株当たり純資産額は168.88円となりました。 
  

第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、株式移転時の負ののれんの金額が確定
したことにともない、四半期純利益の修正をすることとしました。詳細につきましては、平成23年８月
10日に公表いたしました「特別利益（負ののれん発生益）確定と業績予想の一部修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。 
 なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

  

  

該当事項はありません。 

  

当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を
完全子会社とする共同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、該当事項
はありません。 

  

  

(2)連結財政状態に関する定性的情報

(3)連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表

 (1) 四半期連結貸借対照表
（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,518,451

受取手形及び売掛金 3,783,895

未成工事支出金 27,664

商品及び製品 2,444,843

仕掛品 104,913

原材料及び貯蔵品 268,745

その他 131,985

貸倒引当金 △67,106

流動資産合計 9,213,393

固定資産

有形固定資産

土地 5,084,297

その他（純額） 2,569,805

有形固定資産合計 7,654,102

無形固定資産

のれん 77,310

その他 99,163

無形固定資産合計 176,474

投資その他の資産

その他 905,527

貸倒引当金 △158,941

投資その他の資産合計 746,586

固定資産合計 8,577,162

資産合計 17,790,556

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,005,483

短期借入金 2,458,500

1年内返済予定の長期借入金 691,536

1年内償還予定の社債 270,000

未払法人税等 15,169

賞与引当金 75,758

工場閉鎖損失引当金 31,120

その他 559,181

流動負債合計 6,106,748

固定負債

社債 130,000

長期借入金 2,166,296

退職給付引当金 962,394

役員退職慰労引当金 178,320

負ののれん 63,217

その他 1,119,681

固定負債合計 4,619,909

負債合計 10,726,657
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000

資本剰余金 500,000

利益剰余金 3,623,681

自己株式 △326,879

株主資本合計 5,796,801

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 38,331

繰延ヘッジ損益 △7,486

土地再評価差額金 1,236,251

その他の包括利益累計額合計 1,267,096

純資産合計 7,063,898

負債純資産合計 17,790,556
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 (2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

 第１四半期連結累計期間
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 2,233,923

売上原価 1,759,507

売上総利益 474,416

販売費及び一般管理費 593,713

営業損失（△） △119,297

営業外収益

受取利息 355

受取配当金 8,614

負ののれん償却額 3,010

貸倒引当金戻入額 12,402

その他 22,505

営業外収益合計 46,888

営業外費用

支払利息 39,988

持分法による投資損失 2,858

創立費償却 15,390

その他 9,621

営業外費用合計 67,857

経常損失（△） △140,266

特別利益

負ののれん発生益 918,038

その他 45,542

特別利益合計 963,580

特別損失

たな卸資産評価損 20,741

過年度退職給付費用 11,799

特別損失合計 32,541

税金等調整前四半期純利益 790,773

法人税、住民税及び事業税 15,714

法人税等調整額 △2,464

法人税等合計 13,250

少数株主損益調整前四半期純利益 777,523

四半期純利益 777,523
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四半期連結包括利益計算書

 第１四半期連結累計期間
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 777,523

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,029

繰延ヘッジ損益 2,402

その他の包括利益合計 △1,627

四半期包括利益 775,895

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 775,895

少数株主に係る四半期包括利益 －
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 該当事項はありません。 

  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 
当社は、平成23年４月１日に株式会社ハネックスと日本ゼニスパイプ株式会社が経営統合し、両社を

完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当第１四半期連結累計期間末におい
て資本金は20億円、資本剰余金は５億円、利益剰余金は3,623百万円、自己株式△326百万円となってお
ります。なお、発行済株式数は46,184千株となっております。 

  

(3)継続企業の前提に関する注記

(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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